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・表紙解説を書きながら、今年度もさまざまの方から手助けや協力を
いただいて調査や展示をおこなってきたことを思い出している。展示
では、特に所蔵者の方々から善意あふれる対応をいただいた。お話を
うかがって、知識を得たり大きなヒントを得たりして、その成果を展
示解説資料や「かなせのさと」でお知らせしているが、ともすると独
りよがりの駄文も多い。来年度は、国民文化祭を挟んだ時期に特別展
「菅江真澄、旅のまなざし」を開催する予定である。真澄を通じてい
い出会いができることを願っている。同様に皆様にも。（松山）

　企
画
コ
ー
ナ
ー
展
「
真
澄
と
俳
諧
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
真
澄
と
芭
蕉
碑
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
秋
田
県
内
に
は
、

真
澄
が
亡
く
な
る
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
以
前
に
建
て
ら
れ
た
芭
蕉
碑
が
十
四
基
ほ
ど
あ
る
。
す
べ
て
を
写
真
撮
影
し
て

パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
の
が
当
初
の
目
標
だ
っ
た
が
、
結
局
、「
真
澄
が
見
た
芭
蕉
碑
」
と
い
う
こ
と
で
、
県
内
外
の
五
基
を
紹
介

し
た
（
後
日
、
図
絵
に
も
う
一
基
を
見
つ
け
た
）。
そ
の
中
に
、
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
の
芭
蕉
碑
が
あ
る
。
前
日
に
青
森
県
立
図
書

館
で
場
所
を
調
べ
て
準
備
万
端
で
行
っ
て
み
る
と
、
里
山
の
林
道
入
口
に
標
柱
は
あ
る
の
だ
が
、
足
下
の
泥
を
気
に
し
な
が
ら

登
っ
た
場
所
に
は
、
山
畑
が
広
が
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
聞
き
出
す
人
も
い
ず
、
た
だ
汗
が
流
れ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
意
を

決
し
て
、町
の
教
育
委
員
会
に
聞
き
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
博
物
館
に
赴
任
し
て
間
も
な
く
言
わ
れ
た「
委
員
会
な
ど
頼
ら
ず
に
、

自
分
で
調
べ
る
も
ん
だ
」
と
い
う
先
輩
学
芸
職
員
の
言
葉
が
ト
ゲ
の
よ
う
に
刺
さ
っ
て
い
る
の
で
、
極
力
避
け
る
べ
き
手
段
で

は
あ
っ
た
の
だ
が
、
秋
田
か
ら
出
直
す
に
は
時
間
が
掛
か
る
。
そ
れ
に
一
度
は
山
を
下
っ
て
近
所
で
聞
い
て
も
い
た
か
ら
だ
。

丁
度
、
生
涯
学
習
課
主
催
の
講
演
会
の
最
中
で
は
あ
っ
た
が
、
以
前
に
調
査
し
た
と
い
う
課
員
が
わ
ざ
わ
ざ
案
内
し
て
く
れ
た
。

さ
き
ほ
ど
私
が
探
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ヤ
ブ
道
を
突
き
抜
け
突
き
抜
け
て
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
蔓
に
絡
ま
り
な
が
ら
芭
蕉
碑
（
日

蔭
塚
）
が
建
っ
て
い
た
。
な
ど
と
、
そ
ん
な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
、
私
の
渾
身
の
一
枚
で
あ
る
。（
日
陰
塚
／
「
蝶
の
飛
ぶ
斗
野

な
か
の
日
か
げ
か
な
」
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉
建
立
）

（
平
成
25
年
2
月

　
　
　
　
　〜
平
成
26
年
1
月
）

表
紙
解
説

日
陰
塚
（
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
舞
戸
町
）
／
《
津
軽
の
お
ち
》（
館
蔵
写
本
） 館蔵糸印の印文

寄
贈
図
書

随筆《久保田の落ち穂》の世界
　随筆《久保田の落ち穂》（館蔵）は、久保田領（秋田藩領）にかか

わる事柄を中心とした、全部で66項目からなる著作です。真澄の随筆
の特徴は、連想から連想へと話題が移っていく傾向にあり、散漫な印

象を受けるものも少なくありません。一方で、同書には、当時の秋田

の人びとの暮らしぶりや文化的環境といったものを垣間見ることがで

きる絶好の材料がいくつも盛り込まれています。ここでは、展示の中

から、序文に捺された二つの印章について紹介します。

　真澄所用印と呼ばれている2.9㎝
×2.6㎝の複郭朱長方印です。印文
の読みについては、「生寛久吉」「生

寶示吉」「生寶久吉」の諸説があり、

また、糸印に分類する見方もありま

す。糸印とは、室町末期から用いら

れたとされる鋳銅印で、印文は文意

を示すものではなく、文字などを装

飾表現したものとされています。

　真澄所用印は、重要文化財「菅江

真澄遊覧記」（89冊）をはじめとす
る真澄の自筆本の多くに捺されてい

ることから、真澄の自筆を示す一つ

の指標となっています。

　後藤家の蔵書印を示す「後藤氏

印」（4.5㎝、単郭朱方印）です。真
澄の自筆本では、地誌《花のいでは

ぢ松藤日記》に捺されています。

　現在《花のいではぢ松藤日記》を

所蔵する山崎照雄氏（八峰町）に

は、同書のほかに、「後藤氏印」が

捺された書物が数多く残されていま

す。それらによると、「後藤氏印」

を使用したのは、380余石取の後藤
正五郎家であることがわかります。

中でも、真澄と同時代に生きた後藤

祐恕（1766～？）という人物に関
わりが深いと考えられます。祐恕は

歌をよくした人物で、「天樹院公御題

詠歌集」には真澄とともに歌が採ら

れています。

第63回企画コーナー展

平成26年2月8日（土）～3月23日（日）

◆
伊
藤
敏
雄
「
広
報
ご
じ
ょ
う

め
連
載
『
菅
江
真
澄
が
五
城
目

町
を
歩
い
た
道
』（
全
24
回
）」

◆
男
鹿
市
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
実

行
委
員
会
「
重
要
無
形
民
俗
文

化
財

　男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」◆

阿
部
幹
男「
東
北
の
田
村
語
り
」

◆
男
鹿
市
菅
江
真
澄
研
究
会

「
男
鹿
五
風（
会
誌
第
十
九
号
）」

◆
醍
醐
を
語
る
会
「
２
０
０
年

前
の
醍
醐
『
雪
の
出
羽
路
』
で

醍
醐
を
読
む
」◆
菅
江
真
澄
研

究
会「
菅
江
真
澄
研
究
第
79
号
・

第
80
号
・
第
81
号
」◆
溝
口
常

俊
「
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境

学
研
究
科

　教
員
・
学
生
の
見

た
東
日
本
大
震
災
」「
名
古
屋

大
学
環
境
学
研
究
科
教
員
の
見

た
東
日
本
大
震
災
」◆
田
口
昌

樹
「
い
わ
な

　第
１
４
６
号
・

第
１
４
７
号
・
第
１
４
８
号
」

「
あ
き
た
浪
漫

　第
33
号
・
第

34
号
・
第
35
号
」◆
秋
山
正
義

「
石
巻
銭
吹
き
唄
の
謎
」
　他

※

寄
贈
図
書
は
、
ス
タ
デ
ィ
ル

　ー
ム
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

真澄所用印「後藤氏印」



真澄３ 真澄２

展示風景

図絵（部分）

複数の実は、大きくなるにつれて次
第に落ちていくと、八房の梅を世話
する大渕秋雄さん（男鹿市脇本）は
語る。座論梅の語源でもある。

普通の梅に比べると花弁（花びら）
が多い。雌しべが多いことから、そ
こが受精して複数の実となる。座論
梅、品字梅などの別名がある。

ざ ろん

ばい ひん じ ばい

　柔
ら
か
な
山
容
と
眺
望
の
開
け
た
寒
風
山
、
奇

岩
怪
石
が
並
ぶ
西
海
岸
。
男
鹿
半
島
は
、
秋
田
県

内
の
身
近
な
観
光
地
と
し
て
、
長
ら
く
県
民
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　「
観
光
」
と
い
う
文
言
は
使
わ
な
い
ま
で
も
、
景

勝
の
地
で
あ
る
男
鹿
半
島
に
は
江
戸
時
代
の
文
人

墨
客
が
訪
れ
、
多
く
の
詩
文
を
残
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
西
海
岸
の
舟
で
の
遊
覧
は
、「
島
め
ぐ
り
」

と
し
て
称
揚
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
菅
江
真
澄
も
文

化
七
年
（
一
八
一
○
）
の
一
年
を
か
け
た
一
連
の

旅
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
度
か
男
鹿
半
島
に
足
を

踏
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　本
展
で
は
、
真
澄
の
記
録
を
道
案
内
と
し
た
狩

野
徳
蔵
（
明
治
十
六
年
）
と
柳
田
国
男
（
昭
和
二
年
）

の
旅
を
紹
介
し
た
上
で
、
真
澄
の
著
作
で
あ
る
男

鹿
五
風
に
見
ら
れ
る
特
色
あ
る
記
述
、
さ
ら
に
は
、

文
人
墨
客
の
旅
の
う
ち
、
真
澄
が
著
作
の
中
で
触

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　明
治
初
期
の
秋
田
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
狩
野

徳
蔵
は
、
明
治
十
六
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
六
月

五
日
に
か
け
て
男
鹿
半
島
を
遊
覧
し
ま
し
た
。
そ

の
模
様
は
、徳
蔵
が
編
集
人
を
務
め
た
「
秋
田
日
報
」

の
記
事
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
遊
覧
を
も
と
に
し
て
、
翌
十
七
年
に
は
、

男
鹿
の
景
勝
地
を
紹
介
す
る
『
雄
鹿
名
勝
誌
』
を

出
版
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
明
治
版
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
と
言
え
る
も
の
で
す
。

　こ
の
中
で
徳
蔵
は
、
真
澄
遊
覧
記
を
し
ば
し
ば

引
用
し
て
い
ま
す
。
引
用
書
の
中
で
は
も
っ
と
も

多
い
引
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
本
が
、

真
澄
の
記
述
を
引
用
し
た
刊
行
物
と
し
て
は
最
も

早
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
真
澄
片
手

に
男
鹿
半
島
へ
」
遊
覧
し
た
、
も
っ
と
も
早
い
例

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　現
在
、
男
鹿
半
島
に
関
す
る
真
澄
の
日
記
五
冊

は
、「
男
鹿
五
風
」
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
（
詳
し

く
は
、
柳
田
国
男
の
「
を
が
さ
べ
り
」
の
旅
で
紹

介
し
ま
す
）。

　し
か
し
、
徳
蔵
の
引
用
は
、《
男
鹿
の
秋
風
》《
男

鹿
の
春
風
》《
男
鹿
の
寒
風
》
の
三
冊
、
そ
れ
に
八

郎
潟
の
氷
下
漁
を
記
録
し
た
《
氷
魚
の
村
君
》
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、明
治
十
六
年
当
時
、

《
男
鹿
の
鈴
風
》
と
《
男
鹿
の
島
風
》
の
二
冊
が
未

発
見
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　《
男
鹿
の
島
風
》
は
、
明
治
二
十
一
年
に
狩
野
良

知
に
よ
っ
て
旧
藩
主
佐
竹
家
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、《
男
鹿
の
鈴
風
》
は
、
明
治
二
十
二
年
、《
軒

の
山
吹
》《
勝
手
の
雄
弓
》
と
と
も
に
真
崎
勇
助
に

よ
っ
て
佐
竹
家
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　展
示
で
は
、
男
鹿
五
風
と
総
称
さ
れ
る
真
澄
の

五
冊
の
日
記
か
ら
、
次
に
示
す
図
絵
や
事
柄
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

・
《
男
鹿
の
秋
風
》…

永
源
寺
の
芭
蕉
碑
、
朝
鮮

銭
「
常
平
通
宝
」
の
図
絵
、
常
平
通
宝
（
館

蔵
）、「
椿
の
浦
」
の
図
絵

・
《
男
鹿
の
春
風
》…

大
滝
の
図
絵
、

・
《
男
鹿
の
鈴
風
》…

エ
ジ
ョ
ロ（
さ
く
葉
標
本
）、

　黒
崎
の
白
蕨
（
さ
く
葉
標
本
）、
水
島
の
図
絵

・
《
男
鹿
の
島
風
》…

大
桟
橋
の
図
絵
、『
雄
鹿
紀

行
』（
吉
川
五
明
著
、
男
鹿
市
教
育
委
員
会
蔵
）

・
《
男
鹿
の
寒
風
》…

「
滝
の
頭
」
の
図
絵
、
ナ

マ
ハ
ゲ
の
図
絵
、
文
化
七
年
男
鹿
大
地
震
の
記

録
と
し
て
『
汲
古
録
』
（
真
崎
勇
助
旧
蔵
、
大

館
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）

　昭
和
三
年
、
柳
田
国
男
は
岡
書
院
か
ら
『
雪
国

の
春
』
を
出
版
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
、「
男
鹿
風

景
談
」
の
副
題
を
持
つ
「
を
が
さ
べ
り
」
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　柳
田
国
男
は
「
を
が
さ
べ
り
」
で
、
観
光
と
開

発
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
男
鹿
独
自
の
位
置
を
い

か
に
築
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
全
体
の
テ
ー

マ
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
真
澄
な
ど
の
先
人
が
残

し
た
記
録
か
ら
、
自
然
や
文
化
を
活
か
し
て
い
く

道
筋
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　柳
田
の
旅
は
、「
五
月
第
三
の
土
曜
日
曜
で
あ
つ

た
」（
第
一
章
「
花
と
日
の
光
」）
こ
と
か
ら
昭
和

二
年
五
月
十
六
日
と
十
七
日
に
行
わ
れ
、
文
章
は
、

東
京
朝
日
新
聞
秋
田
版
で
同
年
七
月
五
日
か
ら
十

五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
ま
し
た
（
連
載
間
隔

等
に
つ
い
て
は
不
明
。
切
り
抜
き
は
、
秋
田
県
議

会
図
書
室
『
古
今
帖
』
第
四
十
巻
所
収
）。

　新
聞
連
載
の
十
五
回
の
う
ち
、
第
十
回
の
文
章

だ
け
は
、
単
行
本
収
録
に
あ
た
っ
て
採
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
文
章
の
内
容
に
不
適
切
な

部
分
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　男
鹿
が
特
に
鹿
の
食
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
の

に
も
関
わ
ら
ず
、「
ご
く
ま
れ
に
は
山
畑
が
荒
さ
れ

る
位
で
あ
っ
た
ら
」
鹿
が
居
て
も
差
し
支
え
な
い

と
書
い
た
文
言
を
、
不
適
切
な
部
分
と
判
断
し
た

た
め
で
し
ょ
う
。

　柳
田
の
男
鹿
遊
覧
は
、
秋
田
の
民
俗
研
究
者
で

あ
る
奈
良
環
之
助
の
道
案
内
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、「
柳
田
国
男
先
生
と
秋
田
」
と
い
う

文
章
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
出
は
『
叢
』

（
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
）
で
す
が
、『
男
鹿
文
苑
』

○
益
戸
滄
洲
（
俳
人
、
漢
学
者
）
『
鹿
の
細
道
』

　宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
八
月
三
日
〜
十
二
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
九
月
十
九
日
〜
二
十
八
日
）

○
吉
川
五
明
（
俳
人
）
『
雄
鹿
紀
行
』

　天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
六
月
某
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
八
月
頃
）

○
津
村
淙
庵
（
秋
田
藩
御
用
達
商
人
、
随
筆
家
）

 

『
阿
古
屋
の
松
』

　天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
九
月
二
十
日
〜
二
十
五
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
十
一
月
五
日
〜
十
日
）

○
人
見
蕉
雨
（
秋
田
藩
士
、
文
人
）『
夏
の
木
草
』

　享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
六
月
十
四
日
〜
十
九
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
七
月
二
十
四
日
〜
二
十
九
日
）

　旅
の
年
月
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
様
に
男
鹿

半
島
西
海
岸
の
「
島
め
ぐ
り
」
を
希
望
し
ま
し
た
。

当
時
か
ら
、
島
め
ぐ
り
が
男
鹿
観
光
の
呼
び
物
の

一
つ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
し
益
戸

滄
洲
だ
け
が
、
雨
が
や
ま
な
か
っ
た
た
め
、『
鹿
の

細
道
』
の
旅
で
の
島
め
ぐ
り
を
断
念
し
て
い
ま
す
。

『雄鹿名勝誌』附図（明治25年版）

「
雄
鹿
名
勝
誌
」
の
旅

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）、
狩
野
徳
蔵

○
八
房
の
梅
（《
男
鹿
の
秋
風
》
の
記
録
）

○
光
飯
寺
宝
物
面
（《
男
鹿
の
春
風
》
の
記
録
）

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
柳
田
国
男

１
男
鹿
五
風
を
め
ぐ
る

３

文
人
墨
客
の
男
鹿
紀
行

４
「
を
が
さ
べ
り
」
の
旅

２

　徳
蔵
は
、
明
治
二
十
五
年
に
『
雄
鹿
名
勝
誌
』

の
再
版
本
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
表
題
を
「
増
補

図
入
」
と
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
に
初
め
て
男
鹿

半
島
の
地
図
を
附
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
再
版
本
に
初
め
て
附
し
た
自
序
に
は
、

文
化
年
中
（
文
化
元
年
〈
一
八
○
四
〉）
の
地
震
に

よ
っ
て
象
潟
が
田
畑
に
変
じ
た
今
、
男
鹿
の
称
揚

を
意
図
し
た
出
版
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

西
海
岸
を
舟
で
め
ぐ
る
「
島
め
ぐ
り
」
こ
そ
が
男

鹿
の
偉
観
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ

れ
ま
す
。

　『
雄
鹿
名
勝
誌
』
に
お
け
る
真
澄
遊
覧
記
の
引
用

は
、「
真
澄
遊
覧
記
に
は
」「
菅
江
真
澄
の
説
に
」「
遊

覧
記
に
」
な
ど
と
し
て
十
一
箇
所
、
ま
た
、
ナ
マ

ハ
ゲ
の
記
述
に
は
、
書
名
を
示
さ
な
い
ま
で
も
、《
男

鹿
の
寒
風
》
の
図
絵
か
ら
の
影
響
が
見
て
と
れ
ま

す
。

（
昭
和
三
十
九
年
、
男
鹿
史
談
会
）
で
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
奈
良
環
之
助
に
よ
る
回
想
に
は
、
年

月
の
錯
誤
が
見
え
ま
す
が
、内
容
は
「
を
が
さ
べ
り
」

の
取
材
の
道
案
内
を
間
違
い
な
く
示
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
真
澄
の
男
鹿
に
関

す
る
五
冊
の
日
記
を
、
柳
田
が
「
男
鹿
五
風
」
と

総
称
し
て
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
で

す
。
現
在
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
呼
び
方
で
す
が
、

柳
田
が
昭
和
二
年
の
旅
で
そ
う
呼
ん
で
い
た
こ
と

を
示
す
、
貴
重
な
証
言
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　ま
た
、
柳
田
の
取
材
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、

環
之
助
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
ま

す
。

・
キ
ジ
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
、
真
澄
が
鹿
の

鳴
き
声
を
よ
く
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
と

言
う
。

・
植
物
の
方
言
名
を
聞
い
て
い
た
。

・
ガ
イ
ド
の
青
年
に
、
メ
モ
も
取
ら
ず
に
ナ
マ
ハ

ゲ
の
こ
と
を
詳
し
く
聞
い
て
い
た
。

・
青
年
が
話
す
方
言
が
分
か
る
か
と
聞
く
と
、
柳

田
は
「
大
体
の
み
こ
め
る
ね
」
と
答
え
た
。

お

　が  

ご 

ふ
う

は
る
か
ぜ

こ
お
り
し
た
り
ょ
う

す
ず
か
ぜ

ち

り
ょ
う

さ
む
か
ぜ

し
ま
か
ぜ

ひ 

お

む
ら
ぎ
み

あ
き
か
ぜ

き
さ
か
た

な 

ら

こ
う 
ぼ
う 

じ た
ま 

の 

す
け

よ
う
げ
ん
じ

し
ろ
わ
ら
び

だ
い
さ
ん
き
ょ
う

き
っ
か
わ 

ご 

め
い

か
し
ら

・
竜
王
の
面
は
雨
乞
い
祈
祷
に
神
主
が
被
り
、
丹
塗
り
の
鼻

高
の
面
は
雨
上
げ
祈
祷
に
被
っ
た
と
い
う
。
竜
王
の
面
は

秘
蔵
さ
れ
て
、
真
澄
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

面の部分だけを抽出（軸装資料
は男鹿市・天野大弐氏蔵）

石川理紀之助筆「八房の梅」（軸装）
明治30年（１８９７）、適産調べ中の理紀之助が、八房の梅の
歌を三首詠じた。「梅」の字を中心に据え、枝を広げるかの
ように文字を散らしている。 （男鹿市・安藤松治郎氏蔵）

↑ 竜王の面

←鼻高の面

※『雪国の春』附図に、「柳田国男先生と秋田」から

　知ることができる旅の行程を示した。



真澄３ 真澄２

展示風景

図絵（部分）

複数の実は、大きくなるにつれて次
第に落ちていくと、八房の梅を世話
する大渕秋雄さん（男鹿市脇本）は
語る。座論梅の語源でもある。

普通の梅に比べると花弁（花びら）
が多い。雌しべが多いことから、そ
こが受精して複数の実となる。座論
梅、品字梅などの別名がある。

ざ ろん

ばい ひん じ ばい

　柔
ら
か
な
山
容
と
眺
望
の
開
け
た
寒
風
山
、
奇

岩
怪
石
が
並
ぶ
西
海
岸
。
男
鹿
半
島
は
、
秋
田
県

内
の
身
近
な
観
光
地
と
し
て
、
長
ら
く
県
民
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　「
観
光
」
と
い
う
文
言
は
使
わ
な
い
ま
で
も
、
景

勝
の
地
で
あ
る
男
鹿
半
島
に
は
江
戸
時
代
の
文
人

墨
客
が
訪
れ
、
多
く
の
詩
文
を
残
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
西
海
岸
の
舟
で
の
遊
覧
は
、「
島
め
ぐ
り
」

と
し
て
称
揚
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
菅
江
真
澄
も
文

化
七
年
（
一
八
一
○
）
の
一
年
を
か
け
た
一
連
の

旅
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
度
か
男
鹿
半
島
に
足
を

踏
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　本
展
で
は
、
真
澄
の
記
録
を
道
案
内
と
し
た
狩

野
徳
蔵
（
明
治
十
六
年
）
と
柳
田
国
男
（
昭
和
二
年
）

の
旅
を
紹
介
し
た
上
で
、
真
澄
の
著
作
で
あ
る
男

鹿
五
風
に
見
ら
れ
る
特
色
あ
る
記
述
、
さ
ら
に
は
、

文
人
墨
客
の
旅
の
う
ち
、
真
澄
が
著
作
の
中
で
触

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　明
治
初
期
の
秋
田
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
狩
野

徳
蔵
は
、
明
治
十
六
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
六
月

五
日
に
か
け
て
男
鹿
半
島
を
遊
覧
し
ま
し
た
。
そ

の
模
様
は
、徳
蔵
が
編
集
人
を
務
め
た
「
秋
田
日
報
」

の
記
事
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
遊
覧
を
も
と
に
し
て
、
翌
十
七
年
に
は
、

男
鹿
の
景
勝
地
を
紹
介
す
る
『
雄
鹿
名
勝
誌
』
を

出
版
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
明
治
版
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
と
言
え
る
も
の
で
す
。

　こ
の
中
で
徳
蔵
は
、
真
澄
遊
覧
記
を
し
ば
し
ば

引
用
し
て
い
ま
す
。
引
用
書
の
中
で
は
も
っ
と
も

多
い
引
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
本
が
、

真
澄
の
記
述
を
引
用
し
た
刊
行
物
と
し
て
は
最
も

早
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
真
澄
片
手

に
男
鹿
半
島
へ
」
遊
覧
し
た
、
も
っ
と
も
早
い
例

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　現
在
、
男
鹿
半
島
に
関
す
る
真
澄
の
日
記
五
冊

は
、「
男
鹿
五
風
」
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
（
詳
し

く
は
、
柳
田
国
男
の
「
を
が
さ
べ
り
」
の
旅
で
紹

介
し
ま
す
）。

　し
か
し
、
徳
蔵
の
引
用
は
、《
男
鹿
の
秋
風
》《
男

鹿
の
春
風
》《
男
鹿
の
寒
風
》
の
三
冊
、
そ
れ
に
八

郎
潟
の
氷
下
漁
を
記
録
し
た
《
氷
魚
の
村
君
》
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、明
治
十
六
年
当
時
、

《
男
鹿
の
鈴
風
》
と
《
男
鹿
の
島
風
》
の
二
冊
が
未

発
見
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　《
男
鹿
の
島
風
》
は
、
明
治
二
十
一
年
に
狩
野
良

知
に
よ
っ
て
旧
藩
主
佐
竹
家
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、《
男
鹿
の
鈴
風
》
は
、
明
治
二
十
二
年
、《
軒

の
山
吹
》《
勝
手
の
雄
弓
》
と
と
も
に
真
崎
勇
助
に

よ
っ
て
佐
竹
家
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　展
示
で
は
、
男
鹿
五
風
と
総
称
さ
れ
る
真
澄
の

五
冊
の
日
記
か
ら
、
次
に
示
す
図
絵
や
事
柄
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

・
《
男
鹿
の
秋
風
》…

永
源
寺
の
芭
蕉
碑
、
朝
鮮

銭
「
常
平
通
宝
」
の
図
絵
、
常
平
通
宝
（
館

蔵
）、「
椿
の
浦
」
の
図
絵

・
《
男
鹿
の
春
風
》…

大
滝
の
図
絵
、

・
《
男
鹿
の
鈴
風
》…

エ
ジ
ョ
ロ（
さ
く
葉
標
本
）、

　黒
崎
の
白
蕨
（
さ
く
葉
標
本
）、
水
島
の
図
絵

・
《
男
鹿
の
島
風
》…

大
桟
橋
の
図
絵
、『
雄
鹿
紀

行
』（
吉
川
五
明
著
、
男
鹿
市
教
育
委
員
会
蔵
）

・
《
男
鹿
の
寒
風
》…

「
滝
の
頭
」
の
図
絵
、
ナ

マ
ハ
ゲ
の
図
絵
、
文
化
七
年
男
鹿
大
地
震
の
記

録
と
し
て
『
汲
古
録
』
（
真
崎
勇
助
旧
蔵
、
大

館
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）

　昭
和
三
年
、
柳
田
国
男
は
岡
書
院
か
ら
『
雪
国

の
春
』
を
出
版
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
、「
男
鹿
風

景
談
」
の
副
題
を
持
つ
「
を
が
さ
べ
り
」
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　柳
田
国
男
は
「
を
が
さ
べ
り
」
で
、
観
光
と
開

発
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
男
鹿
独
自
の
位
置
を
い

か
に
築
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
全
体
の
テ
ー

マ
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
真
澄
な
ど
の
先
人
が
残

し
た
記
録
か
ら
、
自
然
や
文
化
を
活
か
し
て
い
く

道
筋
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　柳
田
の
旅
は
、「
五
月
第
三
の
土
曜
日
曜
で
あ
つ

た
」（
第
一
章
「
花
と
日
の
光
」）
こ
と
か
ら
昭
和

二
年
五
月
十
六
日
と
十
七
日
に
行
わ
れ
、
文
章
は
、

東
京
朝
日
新
聞
秋
田
版
で
同
年
七
月
五
日
か
ら
十

五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
ま
し
た
（
連
載
間
隔

等
に
つ
い
て
は
不
明
。
切
り
抜
き
は
、
秋
田
県
議

会
図
書
室
『
古
今
帖
』
第
四
十
巻
所
収
）。

　新
聞
連
載
の
十
五
回
の
う
ち
、
第
十
回
の
文
章

だ
け
は
、
単
行
本
収
録
に
あ
た
っ
て
採
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
文
章
の
内
容
に
不
適
切
な

部
分
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　男
鹿
が
特
に
鹿
の
食
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
の

に
も
関
わ
ら
ず
、「
ご
く
ま
れ
に
は
山
畑
が
荒
さ
れ

る
位
で
あ
っ
た
ら
」
鹿
が
居
て
も
差
し
支
え
な
い

と
書
い
た
文
言
を
、
不
適
切
な
部
分
と
判
断
し
た

た
め
で
し
ょ
う
。

　柳
田
の
男
鹿
遊
覧
は
、
秋
田
の
民
俗
研
究
者
で

あ
る
奈
良
環
之
助
の
道
案
内
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、「
柳
田
国
男
先
生
と
秋
田
」
と
い
う

文
章
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
出
は
『
叢
』

（
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
）
で
す
が
、『
男
鹿
文
苑
』

○
益
戸
滄
洲
（
俳
人
、
漢
学
者
）
『
鹿
の
細
道
』

　宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
八
月
三
日
〜
十
二
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
九
月
十
九
日
〜
二
十
八
日
）

○
吉
川
五
明
（
俳
人
）
『
雄
鹿
紀
行
』

　天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
六
月
某
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
八
月
頃
）

○
津
村
淙
庵
（
秋
田
藩
御
用
達
商
人
、
随
筆
家
）

 

『
阿
古
屋
の
松
』

　天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
九
月
二
十
日
〜
二
十
五
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
十
一
月
五
日
〜
十
日
）

○
人
見
蕉
雨
（
秋
田
藩
士
、
文
人
）『
夏
の
木
草
』

　享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
六
月
十
四
日
〜
十
九
日

　（
現
在
の
暦
で
は
、
七
月
二
十
四
日
〜
二
十
九
日
）

　旅
の
年
月
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
様
に
男
鹿

半
島
西
海
岸
の
「
島
め
ぐ
り
」
を
希
望
し
ま
し
た
。

当
時
か
ら
、
島
め
ぐ
り
が
男
鹿
観
光
の
呼
び
物
の

一
つ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
し
益
戸

滄
洲
だ
け
が
、
雨
が
や
ま
な
か
っ
た
た
め
、『
鹿
の

細
道
』
の
旅
で
の
島
め
ぐ
り
を
断
念
し
て
い
ま
す
。

『雄鹿名勝誌』附図（明治25年版）

「
雄
鹿
名
勝
誌
」
の
旅

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）、
狩
野
徳
蔵

○
八
房
の
梅
（《
男
鹿
の
秋
風
》
の
記
録
）

○
光
飯
寺
宝
物
面
（《
男
鹿
の
春
風
》
の
記
録
）

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
柳
田
国
男

１
男
鹿
五
風
を
め
ぐ
る

３

文
人
墨
客
の
男
鹿
紀
行

４
「
を
が
さ
べ
り
」
の
旅

２

　徳
蔵
は
、
明
治
二
十
五
年
に
『
雄
鹿
名
勝
誌
』

の
再
版
本
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
表
題
を
「
増
補

図
入
」
と
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
に
初
め
て
男
鹿

半
島
の
地
図
を
附
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
再
版
本
に
初
め
て
附
し
た
自
序
に
は
、

文
化
年
中
（
文
化
元
年
〈
一
八
○
四
〉）
の
地
震
に

よ
っ
て
象
潟
が
田
畑
に
変
じ
た
今
、
男
鹿
の
称
揚

を
意
図
し
た
出
版
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

西
海
岸
を
舟
で
め
ぐ
る
「
島
め
ぐ
り
」
こ
そ
が
男

鹿
の
偉
観
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ

れ
ま
す
。

　『
雄
鹿
名
勝
誌
』
に
お
け
る
真
澄
遊
覧
記
の
引
用

は
、「
真
澄
遊
覧
記
に
は
」「
菅
江
真
澄
の
説
に
」「
遊

覧
記
に
」
な
ど
と
し
て
十
一
箇
所
、
ま
た
、
ナ
マ

ハ
ゲ
の
記
述
に
は
、
書
名
を
示
さ
な
い
ま
で
も
、《
男

鹿
の
寒
風
》
の
図
絵
か
ら
の
影
響
が
見
て
と
れ
ま

す
。

（
昭
和
三
十
九
年
、
男
鹿
史
談
会
）
で
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
奈
良
環
之
助
に
よ
る
回
想
に
は
、
年

月
の
錯
誤
が
見
え
ま
す
が
、内
容
は
「
を
が
さ
べ
り
」

の
取
材
の
道
案
内
を
間
違
い
な
く
示
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
真
澄
の
男
鹿
に
関

す
る
五
冊
の
日
記
を
、
柳
田
が
「
男
鹿
五
風
」
と

総
称
し
て
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
で

す
。
現
在
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
呼
び
方
で
す
が
、

柳
田
が
昭
和
二
年
の
旅
で
そ
う
呼
ん
で
い
た
こ
と

を
示
す
、
貴
重
な
証
言
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　ま
た
、
柳
田
の
取
材
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、

環
之
助
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
ま

す
。

・
キ
ジ
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
、
真
澄
が
鹿
の

鳴
き
声
を
よ
く
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
と

言
う
。

・
植
物
の
方
言
名
を
聞
い
て
い
た
。

・
ガ
イ
ド
の
青
年
に
、
メ
モ
も
取
ら
ず
に
ナ
マ
ハ

ゲ
の
こ
と
を
詳
し
く
聞
い
て
い
た
。

・
青
年
が
話
す
方
言
が
分
か
る
か
と
聞
く
と
、
柳

田
は
「
大
体
の
み
こ
め
る
ね
」
と
答
え
た
。

お

　が  

ご 

ふ
う

は
る
か
ぜ

こ
お
り
し
た
り
ょ
う

す
ず
か
ぜ

ち

り
ょ
う

さ
む
か
ぜ

し
ま
か
ぜ

ひ 

お

む
ら
ぎ
み

あ
き
か
ぜ

き
さ
か
た

な 

ら

こ
う 

ぼ
う 

じ た
ま 

の 

す
け

よ
う
げ
ん
じ

し
ろ
わ
ら
び

だ
い
さ
ん
き
ょ
う

き
っ
か
わ 

ご 

め
い

か
し
ら

・
竜
王
の
面
は
雨
乞
い
祈
祷
に
神
主
が
被
り
、
丹
塗
り
の
鼻

高
の
面
は
雨
上
げ
祈
祷
に
被
っ
た
と
い
う
。
竜
王
の
面
は

秘
蔵
さ
れ
て
、
真
澄
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

面の部分だけを抽出（軸装資料
は男鹿市・天野大弐氏蔵）

石川理紀之助筆「八房の梅」（軸装）
明治30年（１８９７）、適産調べ中の理紀之助が、八房の梅の
歌を三首詠じた。「梅」の字を中心に据え、枝を広げるかの
ように文字を散らしている。 （男鹿市・安藤松治郎氏蔵）

↑ 竜王の面

←鼻高の面

※『雪国の春』附図に、「柳田国男先生と秋田」から

　知ることができる旅の行程を示した。
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俳
諧
法
華
（
横
手
市
立
増
田
図
書
館
蔵
、
掲
載
部
分
）

　江戸の俳人鈴木道彦の句を発句にして、津軽の俳人・遠藤文石、
渡辺嵐尺、角田其友が百韻を交互に巻いた。寛政12年（１８００）
に編まれたこの俳書に、序文を寄せたのが「三河の低馬」である。
この人物が、三河生まれで、当時、弘前藩庁に行動の制約を受
けていたとされる真澄だと考えられている。文字には真澄の特
徴が出ている。　

　吉川五明の没後15年に当たっての追善句集
として、文政２年（１８１９）３月に出版。五
明の肖像を巻頭に掲げ、門人２１４名、国外俳
人１７１名の句を集めている。この中に、「うか
れ出て迷はば迷へ江戸の春　真寿身」とある。
「真寿身」が菅江真澄だとされている。

百
韻
翁
草
（
青
森
県
立
図
書
館
蔵
、
序
文
）

景正が片眼を拾ふ田螺かな　其角
　　　掲載は《月の出羽路仙北郡十七》の図絵

岩橋や栄螺になるゝ蝸牛　五明
　　　　　　掲載は《男鹿の島風》の図絵

　菅
江
真
澄
遊
覧
記
か
ら
は
、
真
澄
が
各
地
の
肝

煎
、
商
人
、
藩
士
、
寺
社
の
僧
や
神
官
な
ど
と
交

流
し
な
が
ら
旅
を
続
け
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く
は
、
文
芸

の
素
養
が
あ
り
、
歌
や
俳
諧
な
ど
を
た
し
な
ん
で

い
ま
し
た
。
真
澄
の
旅
は
、
こ
れ
ら
各
地
の
文
人

た
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　真
澄
は
も
と
よ
り
、
歌
を
詠
う
「
う
た
人
」
で

し
た
。
一
方
で
、
旅
の
交
流
の
中
で
は
句
も
詠
じ
、

『
菅
江
真
澄
全
集
』（
未
来
社
刊
）
か
ら
は
、
五
十

余
り
の
句
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
展
で
は
、
真
澄
が
詠
じ
た
句
を
詳
細
に
見
て

い
く
と
と
も
に
、
俳
諧
に
視
点
を
置
き
な
が
ら
、

文
人
た
ち
と
の
交
流
や
真
澄
の
関
心
事
な
ど
を
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　俳
諧
が
、
菅
江
真
澄
遊
覧
記
を
読
み
解
く
手
が

か
り
の
一
つ
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

真
澄
が
詠
ん
だ
句

１
句
集
と
真
澄

２

図
絵
に
添
え
ら
れ
た
俳
諧

３

真
澄
と
秋
田
の
俳
書

４

●
俳
句
と
呼
ば
れ
る
文
芸
は
、
も
と
も
と
は
連
歌

か
ら
発
生
し
た
。
連
歌
と
は
、
和
歌
の
上
句
に
下

句
を
付
け
、
そ
の
下
句
に
上
句
を
付
け
て
い
く
形

式
を
持
つ
。
和
歌
と
し
て
見
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
意
味
を
持
ち
な
が
ら
、
連
続
し
て
意
味
が
展
開

し
て
い
く
。

　真
澄
の
時
代
、
秋
田
で
は
吉
川
五
明
と
そ
の
門

人
た
ち
を
中
心
と
し
て
、
盛
ん
に
俳
書
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。「
真
寿
美
」
名
の
真
澄
の
句
が
掲
載
さ

れ
た
俳
書
と
し
て
は
、上
に
紹
介
し
た
『
俳
諧
法
華
』

の
他
、『
さ
よ
の
月
』
が
あ
り
ま
す
。

　
『
波
羅
都
々
美
』（
別
本
外
題
／
秋
田
俳
人
俳
画

百
十
人
集
、
吐
火
呑
刀
）
は
、
編
者
と
版
下
筆
跡
・

吉
川
五
明
、
画
・
五
十
嵐
嵐
児
、
序
文
・
那
珂
通

博
で
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

嵐
児
と
通
博
は
、
後
年
、
真
澄
と
親
し
く
交
流
し

た
人
物
で
す
。『
絵
扇
』
も
五
明
と
嵐
児
の
二
人
に

よ
る
も
の
で
し
た
。『
波
羅
都
々
美
』
と
『
絵
扇
』
は
、

半
丁
に
画
と
一
句
を
組
み
合
わ
た
絵
俳
書
（
え
ば

い
し
ょ
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　真
澄
が
目
に
し
た
俳
書
と
し
て
は
、
昼
寝
（
秋

田
市
寺
内
）
の
俳
人
た
ち
が
、
松
尾
芭
蕉
の
百
年

忌
を
記
念
し
て
出
版
し
た
『
月
以
都
古
』
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
俳
書
に
は
、
冒
頭
、「
月
い
づ
こ
鐘
は

し
づ
め
る
海
の
底
」
と
い
う
、
芭
蕉
の
句
を
刻
ん

だ
芭
蕉
碑
を
図
入
り
で
載
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
句

は
、
芭
蕉
が
敦
賀
市
金
ヶ
崎
町
（
福
井
県
）
に
伝

わ
る
沈
鐘
伝
説
を
聞
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

　真
澄
は
、
湖
の
底
に
鐘
が
沈
ん
で
い
る
と
の
話

が
八
郎
潟
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、『
月
以
都

古
』
を
引
用
し
な
が
ら
《
ひ
な
の
遊
び
（
第
四
部
）》

に
書
い
て
い
ま
す
。

●
連
歌
に
は
、
古
く
か
ら
和
歌
に
使
わ
れ
た
歌
語

が
使
わ
れ
る
が
、
俗
語
・
俚
諺
・
漢
語
な
ど
の
俳
言

を
取
り
入
れ
た
も
の
が
「
俳
諧
の
連
歌
」
と
呼
ば
れ
、

し
だ
い
に
俳
諧
と
だ
け
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
よ
っ
て
、「
連
歌
」
と
「
俳
諧
の
連
歌
」
は
形

式
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。「
俳
諧
の
連
歌
」
を
現
在

で
は
一
般
に
「
連
句
」
と
呼
ぶ
。

●
俳
諧
は
、
滑
稽
さ
や
斬
新
さ
を
主
に
追
究
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
文
芸
と
し
て
の
域
に

高
め
た
の
が
松
尾
芭
蕉
で
あ
っ
た
。

●
俳
諧
の
連
歌
（
連
句
）
の
う
ち
、最
初
の
発
句
（
五

七
五
）
は
、
一
連
の
上
句
下
句
の
付
合
を
方
向
付

け
る
上
で
最
も
重
視
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
こ
の

発
句
を
「
俳
句
」
と
呼
ん
で
い
る
。

●
連
句
は
、
全
体
の
句
の
数
で
呼
び
方
が
異
な
る
。

全
体
で
百
句
の
も
の
を
百
韻
、
松
尾
芭
蕉
が
得
意

と
し
た
三
十
六
句
を
歌
仙
と
呼
ぶ
。
本
展
で
は
、

連
歌
で
の
短
連
歌
に
倣
い
、
上
句
に
下
句
を
付
け

た
だ
け
の
も
の
を
「
短
連
句
」
と
呼
ぶ
。

●
上
句
に
下
句
、
あ
る
い
は
下
句
に
上
句
を
付
け

た
も
の
は
、
形
式
と
し
て
は
「
前
句
付
け
」
と
呼

ば
れ
る
。
前
句
付
け
は
滑
稽
さ
を
重
視
し
て
賞
金

稼
ぎ
の
遊
び
と
し
て
流
行
し
た
た
め
、
文
芸
と
し

て
発
展
し
た
俳
諧
と
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
前

句
付
け
は
「
雑
俳
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

●『
菅
江
真
澄
全
集
』（
未
来
社
）
か
ら
拾
い
出
さ

れ
る
真
澄
の
俳
諧
は
52
を
数
え
る
。

●
真
澄
の
俳
諧
の
多
く
は
、
現
在
の
青
森
県
内
で

詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
番
号
11
〜
22
は
下
北
、
番

号
23
〜
47
は
津
軽
。

●
交
流
し
た
人
か
ら
句
を
詠
ま
れ
て
、
そ
の
句
に

付
合
を
し
て
い
る
。
よ
っ
て
「
→
」
印
が
多
い
。

●
真
澄
の
単
独
で
詠
ん
だ
発
句
は
７
句
で
あ
る
。

●
番
号
３
は
、
五
七
五
の
句
に
対
し
て
、
真
澄
も

五
七
五
の
句
で
返
し
て
い
る
の
で
、
真
澄
の
句
を

発
句
と
み
な
す
。

●
番
号
18
も
、
五
七
五
の
真
澄
の
句
に
対
し
て
、

三
人
の
俳
人
が
そ
れ
ぞ
れ
五
七
五
の
句
で
受
け
て

い
る
の
で
、
真
澄
の
句
を
含
め
た
そ
れ
ぞ
れ
を
発

句
と
み
な
す
。

●
番
号
12
〜
14
、
15
〜
17
は
そ
れ
ぞ
れ
、
上
句
と

下
句
の
遣
り
取
り
の
連
続
性
が
あ
る
た
め
、
連
句

と
み
な
す
。

●
番
号
38
に
は
相
手
の
付
合
は
な
い
が
、
文
脈
か

ら
真
澄
が
付
合
を
求
め
た
発
句
で
あ
る
か
ら
、
短

連
句
と
し
て
分
類
す
る
。

●
番
号
42
〜
47
は
、
例
え
ば
Ａ
氏
が
詠
ん
だ
句
に

用
語
解
説

一
覧
表
か
ら

真
澄
が
付
句
を
し
、
次
に
Ｂ
氏
が
詠
ん
だ
句
に
真

澄
が
付
句
を
し
て
い
る
。
真
澄
↓
Ｂ
に
は
意
味
の

連
続
性
が
な
い
た
め
、
短
連
句
の
連
続
と
み
な
す
。

つ
け
あ
い

き
っ
か
わ
ご
め
い

ら
ん 

じ

ひ
ろ

ち
ん
し
ょ
う

な  

か  

み
ち

き
も

ひ
や
く
い
ん
お
き
な
ぐ
さ

は
い
ご
ん

り 

げ
ん

ひ
や
く
い
ん

か 

せ
ん

ざ
っ
ぱ
い



真澄５ 真澄４

い
り

諏訪神社に建つ芭蕉碑
　　　（八郎潟町夜叉袋）

俳
諧
法
華
（
横
手
市
立
増
田
図
書
館
蔵
、
掲
載
部
分
）

　江戸の俳人鈴木道彦の句を発句にして、津軽の俳人・遠藤文石、
渡辺嵐尺、角田其友が百韻を交互に巻いた。寛政12年（１８００）
に編まれたこの俳書に、序文を寄せたのが「三河の低馬」である。
この人物が、三河生まれで、当時、弘前藩庁に行動の制約を受
けていたとされる真澄だと考えられている。文字には真澄の特
徴が出ている。　

　吉川五明の没後15年に当たっての追善句集
として、文政２年（１８１９）３月に出版。五
明の肖像を巻頭に掲げ、門人２１４名、国外俳
人１７１名の句を集めている。この中に、「うか
れ出て迷はば迷へ江戸の春　真寿身」とある。
「真寿身」が菅江真澄だとされている。

百
韻
翁
草
（
青
森
県
立
図
書
館
蔵
、
序
文
）

景正が片眼を拾ふ田螺かな　其角
　　　掲載は《月の出羽路仙北郡十七》の図絵

岩橋や栄螺になるゝ蝸牛　五明
　　　　　　掲載は《男鹿の島風》の図絵

　菅
江
真
澄
遊
覧
記
か
ら
は
、
真
澄
が
各
地
の
肝

煎
、
商
人
、
藩
士
、
寺
社
の
僧
や
神
官
な
ど
と
交

流
し
な
が
ら
旅
を
続
け
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く
は
、
文
芸

の
素
養
が
あ
り
、
歌
や
俳
諧
な
ど
を
た
し
な
ん
で

い
ま
し
た
。
真
澄
の
旅
は
、
こ
れ
ら
各
地
の
文
人

た
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　真
澄
は
も
と
よ
り
、
歌
を
詠
う
「
う
た
人
」
で

し
た
。
一
方
で
、
旅
の
交
流
の
中
で
は
句
も
詠
じ
、

『
菅
江
真
澄
全
集
』（
未
来
社
刊
）
か
ら
は
、
五
十

余
り
の
句
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
展
で
は
、
真
澄
が
詠
じ
た
句
を
詳
細
に
見
て

い
く
と
と
も
に
、
俳
諧
に
視
点
を
置
き
な
が
ら
、

文
人
た
ち
と
の
交
流
や
真
澄
の
関
心
事
な
ど
を
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　俳
諧
が
、
菅
江
真
澄
遊
覧
記
を
読
み
解
く
手
が

か
り
の
一
つ
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

真
澄
が
詠
ん
だ
句

１
句
集
と
真
澄

２

図
絵
に
添
え
ら
れ
た
俳
諧

３

真
澄
と
秋
田
の
俳
書

４

●
俳
句
と
呼
ば
れ
る
文
芸
は
、
も
と
も
と
は
連
歌

か
ら
発
生
し
た
。
連
歌
と
は
、
和
歌
の
上
句
に
下

句
を
付
け
、
そ
の
下
句
に
上
句
を
付
け
て
い
く
形

式
を
持
つ
。
和
歌
と
し
て
見
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
意
味
を
持
ち
な
が
ら
、
連
続
し
て
意
味
が
展
開

し
て
い
く
。

　真
澄
の
時
代
、
秋
田
で
は
吉
川
五
明
と
そ
の
門

人
た
ち
を
中
心
と
し
て
、
盛
ん
に
俳
書
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。「
真
寿
美
」
名
の
真
澄
の
句
が
掲
載
さ

れ
た
俳
書
と
し
て
は
、上
に
紹
介
し
た
『
俳
諧
法
華
』

の
他
、『
さ
よ
の
月
』
が
あ
り
ま
す
。

　
『
波
羅
都
々
美
』（
別
本
外
題
／
秋
田
俳
人
俳
画

百
十
人
集
、
吐
火
呑
刀
）
は
、
編
者
と
版
下
筆
跡
・

吉
川
五
明
、
画
・
五
十
嵐
嵐
児
、
序
文
・
那
珂
通

博
で
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

嵐
児
と
通
博
は
、
後
年
、
真
澄
と
親
し
く
交
流
し

た
人
物
で
す
。『
絵
扇
』
も
五
明
と
嵐
児
の
二
人
に

よ
る
も
の
で
し
た
。『
波
羅
都
々
美
』
と
『
絵
扇
』
は
、

半
丁
に
画
と
一
句
を
組
み
合
わ
た
絵
俳
書
（
え
ば

い
し
ょ
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　真
澄
が
目
に
し
た
俳
書
と
し
て
は
、
昼
寝
（
秋

田
市
寺
内
）
の
俳
人
た
ち
が
、
松
尾
芭
蕉
の
百
年

忌
を
記
念
し
て
出
版
し
た
『
月
以
都
古
』
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
俳
書
に
は
、
冒
頭
、「
月
い
づ
こ
鐘
は

し
づ
め
る
海
の
底
」
と
い
う
、
芭
蕉
の
句
を
刻
ん

だ
芭
蕉
碑
を
図
入
り
で
載
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
句

は
、
芭
蕉
が
敦
賀
市
金
ヶ
崎
町
（
福
井
県
）
に
伝

わ
る
沈
鐘
伝
説
を
聞
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

　真
澄
は
、
湖
の
底
に
鐘
が
沈
ん
で
い
る
と
の
話

が
八
郎
潟
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、『
月
以
都

古
』
を
引
用
し
な
が
ら
《
ひ
な
の
遊
び
（
第
四
部
）》

に
書
い
て
い
ま
す
。

●
連
歌
に
は
、
古
く
か
ら
和
歌
に
使
わ
れ
た
歌
語

が
使
わ
れ
る
が
、
俗
語
・
俚
諺
・
漢
語
な
ど
の
俳
言

を
取
り
入
れ
た
も
の
が
「
俳
諧
の
連
歌
」
と
呼
ば
れ
、

し
だ
い
に
俳
諧
と
だ
け
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
よ
っ
て
、「
連
歌
」
と
「
俳
諧
の
連
歌
」
は
形

式
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。「
俳
諧
の
連
歌
」
を
現
在

で
は
一
般
に
「
連
句
」
と
呼
ぶ
。

●
俳
諧
は
、
滑
稽
さ
や
斬
新
さ
を
主
に
追
究
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
文
芸
と
し
て
の
域
に

高
め
た
の
が
松
尾
芭
蕉
で
あ
っ
た
。

●
俳
諧
の
連
歌
（
連
句
）
の
う
ち
、最
初
の
発
句
（
五

七
五
）
は
、
一
連
の
上
句
下
句
の
付
合
を
方
向
付

け
る
上
で
最
も
重
視
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
こ
の

発
句
を
「
俳
句
」
と
呼
ん
で
い
る
。

●
連
句
は
、
全
体
の
句
の
数
で
呼
び
方
が
異
な
る
。

全
体
で
百
句
の
も
の
を
百
韻
、
松
尾
芭
蕉
が
得
意

と
し
た
三
十
六
句
を
歌
仙
と
呼
ぶ
。
本
展
で
は
、

連
歌
で
の
短
連
歌
に
倣
い
、
上
句
に
下
句
を
付
け

た
だ
け
の
も
の
を
「
短
連
句
」
と
呼
ぶ
。

●
上
句
に
下
句
、
あ
る
い
は
下
句
に
上
句
を
付
け

た
も
の
は
、
形
式
と
し
て
は
「
前
句
付
け
」
と
呼

ば
れ
る
。
前
句
付
け
は
滑
稽
さ
を
重
視
し
て
賞
金

稼
ぎ
の
遊
び
と
し
て
流
行
し
た
た
め
、
文
芸
と
し

て
発
展
し
た
俳
諧
と
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
前

句
付
け
は
「
雑
俳
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

●『
菅
江
真
澄
全
集
』（
未
来
社
）
か
ら
拾
い
出
さ

れ
る
真
澄
の
俳
諧
は
52
を
数
え
る
。

●
真
澄
の
俳
諧
の
多
く
は
、
現
在
の
青
森
県
内
で

詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
番
号
11
〜
22
は
下
北
、
番

号
23
〜
47
は
津
軽
。

●
交
流
し
た
人
か
ら
句
を
詠
ま
れ
て
、
そ
の
句
に

付
合
を
し
て
い
る
。
よ
っ
て
「
→
」
印
が
多
い
。

●
真
澄
の
単
独
で
詠
ん
だ
発
句
は
７
句
で
あ
る
。

●
番
号
３
は
、
五
七
五
の
句
に
対
し
て
、
真
澄
も

五
七
五
の
句
で
返
し
て
い
る
の
で
、
真
澄
の
句
を

発
句
と
み
な
す
。

●
番
号
18
も
、
五
七
五
の
真
澄
の
句
に
対
し
て
、

三
人
の
俳
人
が
そ
れ
ぞ
れ
五
七
五
の
句
で
受
け
て

い
る
の
で
、
真
澄
の
句
を
含
め
た
そ
れ
ぞ
れ
を
発

句
と
み
な
す
。

●
番
号
12
〜
14
、
15
〜
17
は
そ
れ
ぞ
れ
、
上
句
と

下
句
の
遣
り
取
り
の
連
続
性
が
あ
る
た
め
、
連
句

と
み
な
す
。

●
番
号
38
に
は
相
手
の
付
合
は
な
い
が
、
文
脈
か

ら
真
澄
が
付
合
を
求
め
た
発
句
で
あ
る
か
ら
、
短

連
句
と
し
て
分
類
す
る
。

●
番
号
42
〜
47
は
、
例
え
ば
Ａ
氏
が
詠
ん
だ
句
に

用
語
解
説

一
覧
表
か
ら

真
澄
が
付
句
を
し
、
次
に
Ｂ
氏
が
詠
ん
だ
句
に
真

澄
が
付
句
を
し
て
い
る
。
真
澄
↓
Ｂ
に
は
意
味
の

連
続
性
が
な
い
た
め
、
短
連
句
の
連
続
と
み
な
す
。

つ
け
あ
い

き
っ
か
わ
ご
め
い

ら
ん 

じ

ひ
ろ

ち
ん
し
ょ
う

な  

か  

み
ち

き
も

ひ
や
く
い
ん
お
き
な
ぐ
さ

は
い
ご
ん

り 

げ
ん

ひ
や
く
い
ん

か 

せ
ん

ざ
っ
ぱ
い



真澄７ 真澄６

秋田県立博物館・美郷町学友館共同展

平成２５年１０月５日（土）
　　　　 ～１１月２４日（日）

会場：美郷町学友館

菅江真澄と歩く美郷町菅江真澄と歩く美郷町菅江真澄と歩く美郷町菅江真澄と歩く美郷町

展示パネルの一例

秋田諏訪宮什物

※祭礼図は27丁（54頁分）にわたって描かれている。図絵は西宮四壁が描いたものである。

吉水山善証寺什物が《月の出羽路仙北郡十二》、
秋田諏訪宮什物が《同十六》に描かれている。

吉水山善証寺什物

　菅
江
真
澄
は
、
文
政
七

年
（
一
八
二
四
）
か
ら
本

格
的
な
地
誌
編
纂
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
は
じ
め
に

全
十
四
巻
に
及
ぶ
平
鹿
郡

の
地
誌
《
雪
の
出
羽
路
平

鹿
郡
》
を
完
成
さ
せ
て
か

ら
、
仙
北
郡
の
地
誌
《
月

の
出
羽
路
仙
北
郡
》
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
現
在
の
美
郷
町
の

町
域
に
は
文
政
十
年
か
ら

翌
年
に
か
け
て
滞
在
し
、

巡
村
調
査
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　美
郷
町
は
、
真
澄
の
記

述
が
多
い
ば
か
り
で
は
な

く
、
遺
墨
資
料
を
は
じ
め

と
す
る
関
連
資
料
が
現
在

で
も
数
多
く
残
っ
て
い
る

土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　本
展
は
、
真
澄
の
記
録

を
も
と
に
、
美
郷
町
を
見

つ
め
直
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
願
い
の
も
と
に
企
画

し
ま
し
た
。
郷
土
を
見
つ

め
直
す
こ
と
で
、
新
た
な

発
見
が
あ
り
、
そ
こ
に
暮

ら
す
意
味
が
見
出
せ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　本
展
は
、
資
料
御
所
蔵

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
秋
田
県
立
博
物
館
と

美
郷
町
学
友
館
が
共
同
で

開
催
し
ま
し
た
。
（
展
示

資
料
／
約
二
百
点
）

　菅
江
真
澄
の
記
録
者
と
し
て
の
原
点
は
、
若
い

と
き
か
ら
の
旅
の
経
験
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

三
河
生
ま
れ
の
真
澄
は
、
旅
の
経
験
の
中
で
土
地

に
よ
る
も
の
ご
と
の
類
似
や
相
違
に
着
目
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
言
葉
や
生
活
習
慣
で
あ
り
、
ひ
い
て

は
自
然
環
境
や
歴
史
と
い
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
れ
ら
へ
の
興
味
が
真
澄
の
旅
を
支
え

る
も
の
と
な
り
、
文
章
や
図
絵
を
詳
細
に
表
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
表
現
力
は
旅
の

中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
、
次
第
に
記
録
す
べ
き
も

の
を
見
極
め
る
眼
を
養
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　真
澄
の
記
録
の
中
か
ら
、
正
月
習
俗
、
土
器
、

古
記
録
、
板
碑
、
清
水
、
樹
木
に
ま
つ
わ
る
記
録

を
横
断
的
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
特
に
美
郷
町
と

の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　菅
江
真
澄
の
記
録
が
現
在
の
私
た
ち
に
広
く
読

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
真
澄
の
記
録
に

価
値
を
見
い
だ
し
、
記
録
を
翻
刻
し
た
り
、
研
究

を
積
み
重
ね
た
り
し
た
多
く
の
先
人
た
ち
の
功
績

が
あ
り
ま
す
。
今
私
た
ち
が
読
む
真
澄
の
記
録
は
、

先
人
た
ち
の
努
力
の
積
み
重
ね
な
の
で
す
。
美
郷

町
に
は
、
真
澄
研
究
に
功
績
が
あ
っ
た
二
人
の
先

人
が
い
ま
す
。
一
人
は
、
金
沢
東
根
生
ま
れ
の
深

澤
多
市
（
一
八
七
四
〜
一
九
三
四
）
で
す
。
特
に
、

秋
田
の
多
く
の
古
文
書
を
収
め
た『
秋
田
叢
書
』『
同

菅
江
真
澄
集
』
公
刊
の
業
績
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
人
は
、
六
郷
出
身
の
栗
林
治
郎
作
（
一
八

九
二
〜
一
九
六
七
）
で
、
真
澄
の
著
作
の
写
本
づ

く
り
と
資
料
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
栗
林
治
郎

作
旧
蔵
資
料
は
、
現
在
、
美
郷
町
学
友
館
の
所
蔵

と
な
っ
て
い
ま
す
。
真
澄
研
究
に
と
っ
て
二
人
の

功
績
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

記
録
者
と
し
て
の
真
澄

１

　菅
江
真
澄
の
記
録
は
冊
子
の
形
態
が
大
部
分
で

す
の
で
、
展
示
し
て
も
見
開
き
一
丁
分
し
か
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
展
示
パ
ネ

ル
で
は
何
丁
分
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、

美
郷
町
に
関
わ
る
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」（《
月
の

出
羽
路
仙
北
郡
十
八
》）
や
「
諏
訪
神
社
祭
礼
図
」

は
、
展
示
パ
ネ
ル
に
す
る
こ
と
で
絵
巻
物
の
よ
う

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
真
澄
の
図
絵
は
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で

描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。
部
分
的
に
拡
大
し
て
み
た
り
、
あ
る

い
は
他
の
著
作
か
ら
類
似
す
る
も
の
を
拾
い
集
め

て
み
る
と
、
真
澄
の
記
録
か
ら
そ
の
当
時
の
よ
う

す
が
さ
ま
ざ
ま
に
わ
か
っ
て
く
る
お
も
し
ろ
さ
が

あ
り
ま
す
。

　美
郷
町
の
町
域
に
関
す
る
菅
江
真
澄
の
記
録
は
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
か
ら
取
り
組
ん
だ
《
月

の
出
羽
路
仙
北
郡
》（
全
二
十
五
巻
、
二
十
五
巻
目

は
草
稿
）
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　真
澄
の
地
誌
の
ま
と
め
方
は
、
秋
田
藩
の
在
郷

統
治
の
し
く
み
で
あ
る
親
郷
ご
と
に
各
巻
を
構
成

す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
美
郷
町
に
関
し

て
は
、
千
畑
地
区
が
十
四
巻
・
二
十
巻
・
二
十
一
巻
、

パ
ネ
ル
で
見
る
真
澄
の
記
録

３

真
澄
、
美
郷
町
の
記
録

４

真
澄
を
伝
え
る

２

ち  

し 

へ
ん
さ
ん

い
で 

わ  

じ

み 

さ
と
ち
ょ
う

か
ね
ざ
わ
ひ
が
し 

ね

ろ
く
ご
う

お
や
ご
う

せ
ん
は
た

せ
ん
な
ん

ろ
く
ご
う
こ
う 

や

○
諏
訪
神
社
祭
礼
図

　　　　　　　　　　　（《
月
の
出
羽
路
仙
北
郡
十
六
》）

六
郷
地
区
が
十
一
巻
・
十
四
巻
、
仙
南
地
区
が
十
巻
・

十
四
巻
・
十
七
巻
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、真
澄
は
、寺
院
と
神
社
が
多
か
っ

た
六
郷
高
野
村
に
つ
い
て
は
、
寺
院
と
神
社
に
そ

れ
ぞ
れ
二
巻
を
費
や
し
て
詳
し
く
紹
介
し
、
他
地

域
の
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
記
述
を
し
て

い
ま
す
。

　美
郷
町
の
特
徴
は
、
図
絵
に
描
か
れ
た
実
物
が

い
く
つ
も
現
存
す
る
こ
と
で
、
県
内
随
一
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
墨
資
料
を
含
め

て
貴
重
な
資
料
の
数
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。
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秋田県立博物館・美郷町学友館共同展

平成２５年１０月５日（土）
　　　　 ～１１月２４日（日）

会場：美郷町学友館

菅江真澄と歩く美郷町菅江真澄と歩く美郷町菅江真澄と歩く美郷町菅江真澄と歩く美郷町

展示パネルの一例

秋田諏訪宮什物

※祭礼図は27丁（54頁分）にわたって描かれている。図絵は西宮四壁が描いたものである。

吉水山善証寺什物が《月の出羽路仙北郡十二》、
秋田諏訪宮什物が《同十六》に描かれている。

吉水山善証寺什物

　菅
江
真
澄
は
、
文
政
七

年
（
一
八
二
四
）
か
ら
本

格
的
な
地
誌
編
纂
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
は
じ
め
に

全
十
四
巻
に
及
ぶ
平
鹿
郡

の
地
誌
《
雪
の
出
羽
路
平

鹿
郡
》
を
完
成
さ
せ
て
か

ら
、
仙
北
郡
の
地
誌
《
月

の
出
羽
路
仙
北
郡
》
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
現
在
の
美
郷
町
の

町
域
に
は
文
政
十
年
か
ら

翌
年
に
か
け
て
滞
在
し
、

巡
村
調
査
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　美
郷
町
は
、
真
澄
の
記

述
が
多
い
ば
か
り
で
は
な

く
、
遺
墨
資
料
を
は
じ
め

と
す
る
関
連
資
料
が
現
在

で
も
数
多
く
残
っ
て
い
る

土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　本
展
は
、
真
澄
の
記
録

を
も
と
に
、
美
郷
町
を
見

つ
め
直
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
願
い
の
も
と
に
企
画

し
ま
し
た
。
郷
土
を
見
つ

め
直
す
こ
と
で
、
新
た
な

発
見
が
あ
り
、
そ
こ
に
暮

ら
す
意
味
が
見
出
せ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　本
展
は
、
資
料
御
所
蔵

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
秋
田
県
立
博
物
館
と

美
郷
町
学
友
館
が
共
同
で

開
催
し
ま
し
た
。
（
展
示

資
料
／
約
二
百
点
）

　菅
江
真
澄
の
記
録
者
と
し
て
の
原
点
は
、
若
い

と
き
か
ら
の
旅
の
経
験
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

三
河
生
ま
れ
の
真
澄
は
、
旅
の
経
験
の
中
で
土
地

に
よ
る
も
の
ご
と
の
類
似
や
相
違
に
着
目
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
言
葉
や
生
活
習
慣
で
あ
り
、
ひ
い
て

は
自
然
環
境
や
歴
史
と
い
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
れ
ら
へ
の
興
味
が
真
澄
の
旅
を
支
え

る
も
の
と
な
り
、
文
章
や
図
絵
を
詳
細
に
表
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
表
現
力
は
旅
の

中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
、
次
第
に
記
録
す
べ
き
も

の
を
見
極
め
る
眼
を
養
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　真
澄
の
記
録
の
中
か
ら
、
正
月
習
俗
、
土
器
、

古
記
録
、
板
碑
、
清
水
、
樹
木
に
ま
つ
わ
る
記
録

を
横
断
的
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
特
に
美
郷
町
と

の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　菅
江
真
澄
の
記
録
が
現
在
の
私
た
ち
に
広
く
読

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
真
澄
の
記
録
に

価
値
を
見
い
だ
し
、
記
録
を
翻
刻
し
た
り
、
研
究

を
積
み
重
ね
た
り
し
た
多
く
の
先
人
た
ち
の
功
績

が
あ
り
ま
す
。
今
私
た
ち
が
読
む
真
澄
の
記
録
は
、

先
人
た
ち
の
努
力
の
積
み
重
ね
な
の
で
す
。
美
郷

町
に
は
、
真
澄
研
究
に
功
績
が
あ
っ
た
二
人
の
先

人
が
い
ま
す
。
一
人
は
、
金
沢
東
根
生
ま
れ
の
深

澤
多
市
（
一
八
七
四
〜
一
九
三
四
）
で
す
。
特
に
、

秋
田
の
多
く
の
古
文
書
を
収
め
た『
秋
田
叢
書
』『
同

菅
江
真
澄
集
』
公
刊
の
業
績
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
人
は
、
六
郷
出
身
の
栗
林
治
郎
作
（
一
八

九
二
〜
一
九
六
七
）
で
、
真
澄
の
著
作
の
写
本
づ

く
り
と
資
料
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
栗
林
治
郎

作
旧
蔵
資
料
は
、
現
在
、
美
郷
町
学
友
館
の
所
蔵

と
な
っ
て
い
ま
す
。
真
澄
研
究
に
と
っ
て
二
人
の

功
績
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

記
録
者
と
し
て
の
真
澄

１

　菅
江
真
澄
の
記
録
は
冊
子
の
形
態
が
大
部
分
で

す
の
で
、
展
示
し
て
も
見
開
き
一
丁
分
し
か
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
展
示
パ
ネ

ル
で
は
何
丁
分
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、

美
郷
町
に
関
わ
る
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」（《
月
の

出
羽
路
仙
北
郡
十
八
》）
や
「
諏
訪
神
社
祭
礼
図
」

は
、
展
示
パ
ネ
ル
に
す
る
こ
と
で
絵
巻
物
の
よ
う

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
真
澄
の
図
絵
は
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で

描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。
部
分
的
に
拡
大
し
て
み
た
り
、
あ
る

い
は
他
の
著
作
か
ら
類
似
す
る
も
の
を
拾
い
集
め

て
み
る
と
、
真
澄
の
記
録
か
ら
そ
の
当
時
の
よ
う

す
が
さ
ま
ざ
ま
に
わ
か
っ
て
く
る
お
も
し
ろ
さ
が

あ
り
ま
す
。

　美
郷
町
の
町
域
に
関
す
る
菅
江
真
澄
の
記
録
は
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
か
ら
取
り
組
ん
だ
《
月

の
出
羽
路
仙
北
郡
》（
全
二
十
五
巻
、
二
十
五
巻
目

は
草
稿
）
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　真
澄
の
地
誌
の
ま
と
め
方
は
、
秋
田
藩
の
在
郷

統
治
の
し
く
み
で
あ
る
親
郷
ご
と
に
各
巻
を
構
成

す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
美
郷
町
に
関
し

て
は
、
千
畑
地
区
が
十
四
巻
・
二
十
巻
・
二
十
一
巻
、

パ
ネ
ル
で
見
る
真
澄
の
記
録

３

真
澄
、
美
郷
町
の
記
録

４

真
澄
を
伝
え
る

２

ち  

し 

へ
ん
さ
ん

い
で 

わ  

じ

み 

さ
と
ち
ょ
う

か
ね
ざ
わ
ひ
が
し 

ね

ろ
く
ご
う

お
や
ご
う

せ
ん
は
た

せ
ん
な
ん

ろ
く
ご
う
こ
う 

や

○
諏
訪
神
社
祭
礼
図

　　　　　　　　　　　（《
月
の
出
羽
路
仙
北
郡
十
六
》）

六
郷
地
区
が
十
一
巻
・
十
四
巻
、
仙
南
地
区
が
十
巻
・

十
四
巻
・
十
七
巻
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、真
澄
は
、寺
院
と
神
社
が
多
か
っ

た
六
郷
高
野
村
に
つ
い
て
は
、
寺
院
と
神
社
に
そ

れ
ぞ
れ
二
巻
を
費
や
し
て
詳
し
く
紹
介
し
、
他
地

域
の
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
記
述
を
し
て

い
ま
す
。

　美
郷
町
の
特
徴
は
、
図
絵
に
描
か
れ
た
実
物
が

い
く
つ
も
現
存
す
る
こ
と
で
、
県
内
随
一
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
墨
資
料
を
含
め

て
貴
重
な
資
料
の
数
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。
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・表紙解説を書きながら、今年度もさまざまの方から手助けや協力を
いただいて調査や展示をおこなってきたことを思い出している。展示
では、特に所蔵者の方々から善意あふれる対応をいただいた。お話を
うかがって、知識を得たり大きなヒントを得たりして、その成果を展
示解説資料や「かなせのさと」でお知らせしているが、ともすると独
りよがりの駄文も多い。来年度は、国民文化祭を挟んだ時期に特別展
「菅江真澄、旅のまなざし」を開催する予定である。真澄を通じてい
い出会いができることを願っている。同様に皆様にも。（松山）

　企
画
コ
ー
ナ
ー
展
「
真
澄
と
俳
諧
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
真
澄
と
芭
蕉
碑
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
秋
田
県
内
に
は
、

真
澄
が
亡
く
な
る
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
以
前
に
建
て
ら
れ
た
芭
蕉
碑
が
十
四
基
ほ
ど
あ
る
。
す
べ
て
を
写
真
撮
影
し
て

パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
の
が
当
初
の
目
標
だ
っ
た
が
、
結
局
、「
真
澄
が
見
た
芭
蕉
碑
」
と
い
う
こ
と
で
、
県
内
外
の
五
基
を
紹
介

し
た
（
後
日
、
図
絵
に
も
う
一
基
を
見
つ
け
た
）。
そ
の
中
に
、
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
の
芭
蕉
碑
が
あ
る
。
前
日
に
青
森
県
立
図
書

館
で
場
所
を
調
べ
て
準
備
万
端
で
行
っ
て
み
る
と
、
里
山
の
林
道
入
口
に
標
柱
は
あ
る
の
だ
が
、
足
下
の
泥
を
気
に
し
な
が
ら

登
っ
た
場
所
に
は
、
山
畑
が
広
が
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
聞
き
出
す
人
も
い
ず
、
た
だ
汗
が
流
れ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
意
を

決
し
て
、町
の
教
育
委
員
会
に
聞
き
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
博
物
館
に
赴
任
し
て
間
も
な
く
言
わ
れ
た「
委
員
会
な
ど
頼
ら
ず
に
、

自
分
で
調
べ
る
も
ん
だ
」
と
い
う
先
輩
学
芸
職
員
の
言
葉
が
ト
ゲ
の
よ
う
に
刺
さ
っ
て
い
る
の
で
、
極
力
避
け
る
べ
き
手
段
で

は
あ
っ
た
の
だ
が
、
秋
田
か
ら
出
直
す
に
は
時
間
が
掛
か
る
。
そ
れ
に
一
度
は
山
を
下
っ
て
近
所
で
聞
い
て
も
い
た
か
ら
だ
。

丁
度
、
生
涯
学
習
課
主
催
の
講
演
会
の
最
中
で
は
あ
っ
た
が
、
以
前
に
調
査
し
た
と
い
う
課
員
が
わ
ざ
わ
ざ
案
内
し
て
く
れ
た
。

さ
き
ほ
ど
私
が
探
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ヤ
ブ
道
を
突
き
抜
け
突
き
抜
け
て
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
蔓
に
絡
ま
り
な
が
ら
芭
蕉
碑
（
日

蔭
塚
）
が
建
っ
て
い
た
。
な
ど
と
、
そ
ん
な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
、
私
の
渾
身
の
一
枚
で
あ
る
。（
日
陰
塚
／
「
蝶
の
飛
ぶ
斗
野

な
か
の
日
か
げ
か
な
」
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉
建
立
）

（
平
成
25
年
2
月

　
　
　
　
　〜
平
成
26
年
1
月
）

表
紙
解
説

日
陰
塚
（
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
舞
戸
町
）
／
《
津
軽
の
お
ち
》（
館
蔵
写
本
） 館蔵糸印の印文

寄
贈
図
書

随筆《久保田の落ち穂》の世界
　随筆《久保田の落ち穂》（館蔵）は、久保田領（秋田藩領）にかか

わる事柄を中心とした、全部で66項目からなる著作です。真澄の随筆
の特徴は、連想から連想へと話題が移っていく傾向にあり、散漫な印

象を受けるものも少なくありません。一方で、同書には、当時の秋田

の人びとの暮らしぶりや文化的環境といったものを垣間見ることがで

きる絶好の材料がいくつも盛り込まれています。ここでは、展示の中

から、序文に捺された二つの印章について紹介します。

　真澄所用印と呼ばれている2.9㎝
×2.6㎝の複郭朱長方印です。印文
の読みについては、「生寛久吉」「生

寶示吉」「生寶久吉」の諸説があり、

また、糸印に分類する見方もありま

す。糸印とは、室町末期から用いら

れたとされる鋳銅印で、印文は文意

を示すものではなく、文字などを装

飾表現したものとされています。

　真澄所用印は、重要文化財「菅江

真澄遊覧記」（89冊）をはじめとす
る真澄の自筆本の多くに捺されてい

ることから、真澄の自筆を示す一つ

の指標となっています。

　後藤家の蔵書印を示す「後藤氏

印」（4.5㎝、単郭朱方印）です。真
澄の自筆本では、地誌《花のいでは

ぢ松藤日記》に捺されています。

　現在《花のいではぢ松藤日記》を

所蔵する山崎照雄氏（八峰町）に

は、同書のほかに、「後藤氏印」が

捺された書物が数多く残されていま

す。それらによると、「後藤氏印」

を使用したのは、380余石取の後藤
正五郎家であることがわかります。

中でも、真澄と同時代に生きた後藤

祐恕（1766～？）という人物に関
わりが深いと考えられます。祐恕は

歌をよくした人物で、「天樹院公御題

詠歌集」には真澄とともに歌が採ら

れています。

第63回企画コーナー展

平成26年2月8日（土）～3月23日（日）

◆
伊
藤
敏
雄
「
広
報
ご
じ
ょ
う

め
連
載
『
菅
江
真
澄
が
五
城
目

町
を
歩
い
た
道
』（
全
24
回
）」

◆
男
鹿
市
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
実

行
委
員
会
「
重
要
無
形
民
俗
文

化
財

　男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」◆

阿
部
幹
男「
東
北
の
田
村
語
り
」

◆
男
鹿
市
菅
江
真
澄
研
究
会

「
男
鹿
五
風（
会
誌
第
十
九
号
）」

◆
醍
醐
を
語
る
会
「
２
０
０
年

前
の
醍
醐
『
雪
の
出
羽
路
』
で

醍
醐
を
読
む
」◆
菅
江
真
澄
研

究
会「
菅
江
真
澄
研
究
第
79
号
・

第
80
号
・
第
81
号
」◆
溝
口
常

俊
「
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境

学
研
究
科

　教
員
・
学
生
の
見

た
東
日
本
大
震
災
」「
名
古
屋

大
学
環
境
学
研
究
科
教
員
の
見

た
東
日
本
大
震
災
」◆
田
口
昌

樹
「
い
わ
な

　第
１
４
６
号
・

第
１
４
７
号
・
第
１
４
８
号
」

「
あ
き
た
浪
漫

　第
33
号
・
第

34
号
・
第
35
号
」◆
秋
山
正
義

「
石
巻
銭
吹
き
唄
の
謎
」
　他

※

寄
贈
図
書
は
、
ス
タ
デ
ィ
ル

　ー
ム
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

真澄所用印「後藤氏印」


